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ONKYO ユーザー登録のおすすめ 


オンキヨー製品をお買い上げいただきまして、 
誠にありびとラございまず。 

オンキヨーは、ユーヴーの皆様により快適な製品 
サービスを提供するために、ユーザー登録を行って 
います。 

お手数ですび、ご登録とアンケートにご協力をお願 
いいたします。 


ユーザー 登録いただきますと... 

-メールアドレスをご登録いただくことで、 

E > (—ルによる製品サポート情報、製品関連情 
報をいちはやくお届けいたします。 

• ご希望により、 e - onky 日. com オンラインシヨッ 
プか5情報^ールをご案内いたします。 

-オンキヨー運営関連サイトを便利にご利用いた 
だ < ことびでをます。 


薛社ホームページからご登録<ださい！ 

http://wwwJp.onkyo.conn/support/ 

-ご登録の際には、保証書等に記載の製品ま号 
( SERIAL ) をご用意ください。 


《ご登録いただいたお客様情報が、オンキヨーのサービス故がの目的で使用されることはありませんので、 
ご安むください。 
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主な特長 


総合 

■ 重低音の調節がでさる S . BASS 機能 
■ 低音や高音を調節できる BASS 、 TREBLE 機能 
■ 外部 AV 機器を接続できる LINE IN 装備 
■ 才ーディオ出力 PREOUT ( SUBWOOFER ) 握載 
■ へッドホンジャック搭載 

CD プ レーヤー 

■ CD - R 、 CD - RW 再生対応 
■ 音楽 CD 、 MP 3 ディスクの再生が巧能 
■ ランダム再生、リピート再生 

スピーカー 


■ 硬度が高く響さの良い MDF 木製キャビネット 

■ 吕ウェイバスレフ型 

iPod ドック ( KD - A 1) _ 

■ iPod / iPhone / iPad *^ デジタル接続 

■ KD - A 1 を接続すれば、本機付属のリモコンで iPod 
の操作が可能 

■ iPod touch 第1 • 2 • 3 • 4世げ 、 iPod classic 、 
iPod nano 第 2 • 3 • 4 •已 • 6 世げ 、 iPhone 4、 
iPhone 3 GS、iPhone 3 G 、 iPad でに対応 

■ iPod / iPhone 充電機能 

■ iPad 巧電機能 （ CR - U 1、 KD - A 1 との組み合わ 
せ時） 

■ iPhone 4純正のバンパーを装着したまま取り付 
け可能 

ラジオ 

■ 30局メモリー可能な FM チューナー握載 

■ オートプ IJ セット 

US 己フラッシュメモリー 

■ USB フラッシュメモリーで MP 3 ファイルの再 
生可能^ 


タイマー 


■ タイマー機能 

■ おやすみ前にちまむのスリープタイマー機能 
■ 時計の吕4時間表示、1吕時間表示切り換え機能 
■ iPod のアラーム再生機能で、本機の電源が入り、 
iPod への入力切り換えが巧能' 4 


Made for 

圆 iPod D iPhone 固 iPad 


*1 iPhone、iPodJPod classicJPod nanoJPod 

shuffle、iPod touch は、米国および他の国々で登録さ 
れた Apple Inc . の商標でず。 
iPad は 、 Apple Inc . の商標です。 

「Made for iPod」、「Made for iPhone」、「Made for 
iPad 」 とは、それぞれ iPod 、 iPhone 、 iPad 専用に接続 
するよラ設計され、アップルび定める性能基準を満たし 
ているとデべ□ッパによって認定された電子アクセヴ 
U であることを示します。 

アップルは、本製品の機能および安全および規格への適 
合について一切の責任を負いません。 

この製品と iPod . iPhone 、 iPad を使用する隙、ワイヤ 
レス機能に影響する場をびあります。 

*2 iPad を接続する時は、 KD - A ] 处外は使用しないでく 
ださい。発熱し、火災や故障の原因となることびありま 
す。 

*3 KD - A 1 を取りはずし、 US 巳フラッシュ;><モ|」一を直 
接 USB ポートに接続した場合。 

*4 iPod / iPh 日 ne / iPad の機種、アプ U ケーシヨンによっ 
ては作動しないちのびあります。 


カタ□グおよび包装箱などに表示されている型名の最後の 
アルフアベットは、製品の色を表す記号です。 
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箱の中身を確かめる 


製品本体および下記の付属品び入っているかご確認ください。 （） 内の数字は数量をあらわしています。 

本体捆包 スピーカー捆包 




電源コード （1) 


取扱説明書（本書） （1) 

保話書 （1) 

オンキヨーご相談窓□•修理窓□のご案内 （1) 


iPod ドック KD - A 1 (ケーブル長0.6 m )(1) 

み 

iPad 用スぺーヴ ー（2) 
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まを上のごミち意 

ををにおほいいただ<ため、ごほ用の前にがずお読み<ださい。 


電気製品は、誤った使いかたをずると大変危険でず。 

あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、 r 安全上のごミ主意」を必ずお守0ください。 


「警告」と「ま意」の見かた 

間違った使いかたをしたとをに生じることび想定さ 
れる危険度や損害の程度によって、「警告」と「ま意」 
に区分して説明していまず。 


誤った使いかたをすると、 
火災-感電などによ0死 t 、 
または重傷を負ラ可能性び 
想定される内容です。 


誤った使いかたをすると、 
けびをしたり周辺の家財に 
損害を与える可能性び想定 
される内容です。 


絵表示の見かた 

A 記号は「ごま意くださし、」 
といラ内容を表しています。 

A A 

高温ま意感電注意 

8記号は「〜してはし''けなしり 
といラ禁止の内容を表してい 
ます。 

の ® 

分解禁止城れ手禁止 

•記号は r 必ずしてください」 
といラ強制内容を表していま 
す。 

電源フラグをコン必ずする 
セントから技く 





Ik 警告 


酵魔! f 曼瓣、異常。唯きたら 


© -煙び出ている、変なにおいや音びする 
• 製品を落としてしまった 
-製品内部に水や金属び入ってしまった 
このよラな異常状態のまま使用すると、火 
喜5く言く災.感電の原因となります。すぐに電源プラ 
卜から揣く グをコンセントか5损いて販売店に修理•点 
検を依頼してください。 


分解、改造しない 


火災•感電の原因とな0ます。 

内部の点検-整備-修理は販売店に依頼して 
ください。 

分解禁止 



接続、設置に関ずるごま意 


■通風孔をふさびない、放熱を巧げない 

0 CD レシーバーには内部の温度上昇を防ぐた 
め、ケースの上部や底部などに通風孔びあけ 
てあります。通風孔をふさぐと内部に熱びこ 
を0、火災ややけどの原因となることびあり 
禁止 ます。 

- CD レシーバーを押し入れや本箱など通気 
性の悪い狭い所に設置して使用しない 
( CD レシーバーの天面、横か520 cmUl 
上、背面か51日 cml ^ LL のスペースをあ 
ける） 

-逆さまや横倒しにして使用しない 
-巧やテーブルク□スをかけない 
• じゅラたんやふとんの上に置いて使用し 
ない 


■水蒸気や水のかかる巧に置かない、製品の上に液 
体の入った容器を置かない 


(g) 

水場での 
使用禁止 



水磊れ禁止 


製品に水滴や;夜体び入った場を、乂災-感電 
の原因となります。 

• 風呂場など湿度の高い場所では使用しな 
い 

-調理台や加湿器のそばには置かない 
. 雨や雪などびかかるところで使用しなし、 
•製品の上に花びん、コップ、化粧品、ろラ 
そくなどを置かない 


電源コード-電源プラグに関ずるごま意 


■電源コードを傷つけない 

0 - 電源コードの上に重い物をのせたり、コー 
ドび製品の下敷にならないよラにする 
•傷つけたり、加工したりしない 
, •無理にねじったり、引っ張った0しなし、 

.熱器具などに近づけない、加熱しない 
コードび傷んだ5 (芯線の露出-断線など） 
販売店に交換をご依頼<ださい。 

そのまま使用すると火災-感電の原因とな0 
まず。 

■電源プラグは定期的に掃除ずる 

〇 電源プラグにほこりなどびたまっていると、 
火災の原因とな0ます。電源プラグを损いて、 
乾いた布でほこ0を取0除いてくださし、。 

必ずする 
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使用上のごま意 


■ CD レシーバー巧部に金属、燃えやずいちのなど 
異物を入れない 

Q 乂災-感電の原因となります。特に小さなお 
モ様のいるご家庭ではごを意ください。 

• CD レシーバーの通風孔、 CD 挿入□から 
な I 卜 異物を入れない 

- CD レシーバーの上に通風孔に入りそラな 
ルさな金属物を置かない 
■長時間音びひずんだ状態で使わない 

Q アンプ、スピーカーなどび発熱し、火災の原 
因となることびあります。 

禁止 

■ CD 挿入 □ に手を入れない 

A けびの原因となることびあ0ます。特に小さ 
なおモ様のいるご家庭ではミ主意してくださ 

指のけび 
に注意 

■ひび割れ、変お、または接着剤などで補修したディ 
スクは使用しない 

Q ディスクは機器内で高速回転しますので、割 
れて破片び内部に落ちたり外に飛び出して、 
故障やけびの原因となることびあります。 

禁止 

■レーザー光源をのぞき&まない 

Q レーヴー光び目に当たると視力障害を起こす 
ことびあ0ます。 

禁止 


■雷び鳴りだした5製品、接続機器、接続コード、 
アンテナ、電源プラグに郎1れない 


0 


感電の原因となります。 


接軸禁止 


■長期間大きな音で使用しない 


0 本機をご使用になる時は、音量を上げすざな 
いよラにごを意ください。耳を刺激するよラ 
な大音量で長期間続けて使用すると、聴力び 
な^ 大さく損なわれる恐れびあ0ます。 


電池に関ずるごま意 


■電池を巧電しない、分解しない、水の中に入れな 
し、、乂の中や直射日光にあてるなど過度に温度の 
高いところに置かない 


0 電池の破裂、あちれによ0、火災•けびや周 
囲を巧損する原因となることがあ0ます。 

-指定政外の電池は使巧しない 
•電池を使い切ったとさや長時間リモコン 
禁止 を使用しないとさは電池を取0出す 

-コインやネックレスなどの金属物と一緒 
に保管しない 

•極性表示（プラス©とマイナス©の向を） 
にま意し、表示通りに入れる 


■電池か5漏れ出た液にはさわ S ない 


接触禁止 


万一、ミ夜び目や□に入ったり皮膚に付いた場 
合は、すぐにされいな水で充分洗い流し、医 
師にご相談くださし、。 


■ボタン電池は、ルさなお子様の手の届かないとこ 
ろへ置< 


〇 かさなお子様び誤って飲み込むと大変危険で 
す。おモ様の手の届かない所へ保管してくだ 
さい。万一飲み込んだ可能性びある場合、大 
至急医師に相談してください。 



接続、設置に関ずるごま意 


■不を定な場所や振動ずる場所には設置しない 

0 強度の足りないぐ5ついた台や振動する場所 
に置かないでくださし、。 

製品び落下した0倒れたりして、けびの原因 
, となることびあ0ます。 


■屋外アンテナエ事は販売店に依頼ずる 


〇 アンテナエ事には技術と経験び必要です。 


必ずする 

電源コード-電源プラグに関ずるご注意 


■製品の上にものを置かない 


■表示された電源電圧妓流100ボルト)で使用ずる 


Q バランスびくずれて倒れた0落下して、けび 
の原因となることびありまず。また、製品に 
柔ったりしないでください。 

禁止 

■配線コードに気をつける 

A 配線された位置によっては、つまずいたり 
引つかかった0して、落下や転倒など事故の 
原因となることびあります。 

注意 


〇 製品を使用でさるのは曰本国内のみです。 

表示された電源電圧 L 处がで使用すると、火災- 
感電の原因となります。 


必ずする 

■電源コードを束ねた犬態で使用しない 


発熱し、火災の原因となることびあります。 

禁止 





















■電源プラグを巧くとさは、コードを引っ張6ない 


Q コードび傷つを、乂災や感電の原因となるこ 
とびあります。 

プラグを持って抜いてください。 

禁止 


■長期間使用しないときは電源プラグをコンセント 
か StS < 


© 日 N / STANDBY ボタンで本機をスタンバイ 
状態にしているときでも本機は通電していま 
す。完全に電源を切るためには電源プラグを 
_ コンセントか日抜いてください。 

5ミ写ミ S ミ絶縁莫化やろラ電などによ0、火災の原因と 
なることびお0ます。 


■電源プラグは、コンセントに根元まで確実に差し 
込む 

Q 差し込みび不完全のまま使用すると、感電、 
発熱による火災の原因となります。 

プラグび簡単に抜けてしまラよラなコンセン 
卜は使用しないでください。 


■ めれた手で電源プラグを抜き差ししない 


喔) 

城れ手禁止 


感電の原因となることびあります。 


■お手入れの際は電源プラグを巧< 


使用上のごま意 


■通風孔の温度上昇に注意 


A CD レシーバーの通風孔付近は放熱のため高 
温になることびあります。 

電源び入っているとさや、電源を切った後し 
ば5 くは通風孔付近にごま意ください。 

巧/血 /止忌 

■音量を上げずぎない 


0 

禁止 


•突然大きな音び出てスピーカーやヘッド 
ホンを破損したり、聴力障害などの原因と 
なることびあ0ます。 

•始めから音量を上げ過ざると、突然大を 
な音び出てちを傷めることびあ0ます。音 
量はかしずつ上げてご使用ください。 


■キャッシュカード、フ□ッピーディスクなど、磁 
気を利用した製品を近づけない 


Q 磁気の影響でキヤ ッシユ カードやフ □ッ ピー 
ディスクび使えな<なったり、データび消失 
することびあ0ます。 

禁止 


移動時のご注意 


■移動時は電源プラグや接続コードをはずず 


© コードび傷つを乂災や感電の原因とな0ま 
ず。 


© 

電源プラグ 
をつンセン 
卜から抜く 


お手入れの隙は、安全のため電源プラグをコ 
ンセントか5抜いて行ってください。 


電源プラグ 
をつンセン 
卜から损く 

■製品の上にものを乗せたまま移動しない 

Q 製品の上に他の機器を乗せたまま移動しなし、 
で < ださい。 

落下や転倒してけびの原因となります。 

... サランネットやスピーカーユニット部を持っ 

て移動させないで < ださい。 


■ 機器内部の点検について 

お客様のご使用状況によって、定期的に機器内部の掃除をおすすめしまず。 

本機の内部にほこ0びたまったまま使用していると火災や故障の原因となることびあ0ます。 

特に湿気の多くなる梅雨期の前に巧ラと、よ0効果的です。内部清掃については、販売店にご相談ください。 


■ 本機のお手入れについて 

•表面の巧れは、中性洗剤をラすめた液に布を這し、固く絞って拭を取ったあと乾いた布で a いてください。化学 
ぞラをんなどをお使いになる場合は、それに添付の注意書きなどに従ってください。 

• シンナー、アルコールやスプレー式殺虫剤を本機にかけないでください。塗装び落ちたり変形することびありまず。 
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CD (音楽 CD 、 MP 3)、 USB フラッシュメモリー 
( MP 3) について 


再生上のごを意 

CD (コンバクトディスク）はディスクラベル面に下記 
のマークの入ったちのをご使用ください。 

n COMPACT nCDMPACT 

团帽恒 团帽恒 

LUJU 以 I い DIGITAL AUDIO DIGITAL AUDIO 

DIGITAL AUDIO ISBSSffSBsitsI IReWfitablel 


《本機は CD-FLCD-RW に対応しています。 

ディスクの特性、傷、ミちれ、録音状態によっては再 
生でをないことびあります。また、オーディオ用 
CD レコーダーで録音した場合、 ファ イナライズ 
していないディスクは再生でさません。 

八ート型や八角形など特殊形状のディスクは絶対に 
使用しないでください。ディスクびつまるなど機器の 
故障の原因となります。 



複製制限機旨目（コピーコント□—ル機能）のつい 
た音楽 CD の再生について 

複製制限機能(コピーコント□ール機能)のついた音 
楽 CD の中には正式な CD 規格に含致していないちの 
があります。それらは特殊なディスクのため、本機で 
再生でをない場合があります。 

MP 3 ディスクの再生について 

本機は CD-R/CD-RW に記録した MP3 ファイルを 
再生することがでをます。 

- IS 日96日0レベル2のファイルシステムに従って記 
録したディスクを使用してください。ただし、対応 
している階層は侶日目日60レベル]と同じ8階層 

ヒエラルキカル ファイル システム 

までです D また、 HFS(h 旧 rarchical file systemj 
ファイルシステムで記録されたディスクは再生で 
さません。 

-ディスクはク□ーズ(ファイナライズ）して<ださ 
い。 

-「.mp3」、または r.MP3」 という拡張子びついた 
MP3 ファイルのみ再生することがで去ます。 

- MPEG 1オーディオレイヤー3のヴンプ U ング 
周波数 32/44.1 /48kHz. ビットレート （32 〜 
320 kbps) 固定ビットレートに目 R) で記録された 
ファイルに対応しています。 

• 1枚の CD で認識でさるフォルダの数は2日日まで 
です。また1つのフォルダ内で認識でさるファイル 
の数は目48までです。 


USB フラッシュメモリーの再生について 

-本纖ま USB フラッシュ X モ U- に記録した MP3 
ファイルを再生することびでをます。 

- US 目 フラッシュメモ U —のフオーマットは、 
FAT16、FAT32 に対応しています。 

. 「.mp3」、または r.MP3」 という拡張子がついた 
MP3 ファイルのみ再生することがでさます。 

- MPEG 1オーディオレイヤー3のヴンプ U ング 
周波数 32/44.1 /48kHz. ビットレート （32 〜 
320 kbps) 固定ビットレート (C 目 R) で記録された 
ファイルに対応しています。 

-1つの US 目フラッシュメモ U —で認識できるフォ 
ルダの数は29目までです。また1つのフォルダ内 
で認識でさるファイルの数は目48までです。 

ごま意 

• レコーダー、またはパソコンで記録したディスクを再 
生でをないことびありまず。（原因：ディスクの特性、 
傷、ミちれ、プレーヤーのレンズのミちれ、または結露など） 

• パソコンで記録したディスクはアプリケーシヨンの設 
定、および環境によって再生でさないことがありまず。 
正しいフォーマットで記録してください。（詳細はアブ 
リケーシヨンの発売元にお問い台わせください） 

• データ容量び小さずざるディスクは再生でをないこと 
がありまず。 

取り扱いについて 

再生面(印刷されていない面)に触れないよラに、両端 

をはさむように持つか、中央の穴と端をはさんで持つ 

て < ださい。 


再生面はちちろんラベル面に紙やシールを貼った0、 
文字を書いたりしないでください。また傷などをつけ 
ないよラにしてください。 

レンタル CD のま意について 

CD にセ□八ンテープやレンタル CD のラベルなどの 
のりびはみ出した0、剥がしたあとがあるちの、また 
飾り用のシールを貼ったちのは使用しないでくださ 
い。 CD が取り出せなくなったり、故障する原因となる 
ことがあります。 
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CD (音楽 CD 、 MP 3)、 USB フラッシュメモリー ( MP 3) について 


インクジエツトプリンター対応 CD - R / CD-RW 
のま意について 

プ U ンターでラベル面への印刷び可能な CD-R/CD- 
RW を本機に長時間入れたままにしておをますと、 
ディスクび内部で貼り付さ、取り出せな < なったり、 
故障の原因となるおそれびあります。 

必要なとき！;(外は、ディスクを取り出してケースに保 
管してください。なお、印刷直後のディスクは特に貼 
り付をやすいので、使用しないでください。 

CD のお手入れについて 

ミちれにより信号び読み取りに < < なり、音質び低下す 
る場含びあります。ミちれている場合は、再生面につい 
た指紋やホコ U を柔らかい巧でディスクの内周から 
外周ち向へ軽くおいてください。 

ミちれがひどい場含は、柔らかい巧 
を水で浸してよく絞ってからミちれ 
を拭さ取り、そのあと柔らかい巧 
で水気をおさ取ってください。ア 
ナ□グレコード用スプレー、帯電 
防止剤などは使用でをません。ま 
た、ベンジンやシンナーなどの揮 
発性の薬品は表面び侵されることがありますので絶 
対に使用しないでください。 
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製品の取り扱いについて 


お手入れについて 

本機の表面はとをどを柔らかい巧でか6ぶをして< 
ださい。ミちれびひどいときは、中性洗剤をうすめた液 
に柔らかい巧を浸し、固く絞ってミちれをふさ取ったあ 
と、乾いた巧で仕上げをしてください。固い巧やシン 
ナー、アルコールなど揮発性のものは、ご使用になら 
ないで < ださい。化学ぞラさんなどをお使いになる場 
合は、それに添付のを意書などをお読み < ださい。 

テレビやパソコンとの近接使用について 

一般にテレビやパソコンに使用されているブラウン 
管は、地磁気の影響さえ受けるほどデ U ケートなちの 
ですので、普通のスピーカーを近づけて使用すると、 
画面に色むらやひずみび発生します。 

本機は(社)電子情報技術産業協尝の技術基準に適含 
した防磁設計を施していますので、テレビなどとの近 
接使用び巧能です。ただし、設置のしかたによっては 
色むらび生じる場合びあります。その場含は一度テレ 
ビの電源を切り、1已分〜30分後に再び電源を入れて 
<ださい。テレビの自己消磁機能によって画面への影 
響が改善されます。その後ち色むらび残る場合は本機 
をテレビから離してください。また、おくに磁石など 
磁気を発生するちのびあると、本機との相互作用によ 
りテレビに色むらび発生する場合びありますので、設 
置にごを意ください。 

取り扱い上のご注意 

スピーカーは通常の音楽再生では問題ありませんび、 
なのよラな特殊な信号び加え6れますと、過大電流に 
よる焼損断線事故のおそれびありますのでごを意< 
ださい。 

① FM チューナーび正しく受信していないときのノ 
イズ 

® 発振器や電子楽器等の高い周波数成分の音 
③ オーディオチェック用 CD などの特殊な信号音 
@マイク使用時の八ウリング 
感テープレコーダーを早送りしたときの音 
(D ピンコードなど、接続端子の抜き差し時のシヨッ 
ク音 

結露について 

本機を;令えた所から暖かい部屋に持ち込んだり、寒い 
部屋をストーブなどで急に暖めた場合、本機の内部に 
水滴がつくことびあります。これを結露といいます。 
そのままでは正常に働かないばかりではなく、ディス 
クや部品ち痛めてしまいます。本機をご使用にな6な 
いときは、ディスクを取り出しておくことをおすすめ 
します。 

結露しているおそれびある場合は、電源コードを抜 
さ、2〜3時間政上室温で放置してか6ご使用<ださ 
い。 


メモリー保持について 

本機には、><モリー保持用の予備電源装置び内蔵され 
ています。これは、お客様び設定した内容などを停電 
時などに保護するためのちのです。本機の電源コード 
を抜いた状態で、;><モリーを保持できるのは約已分間 
です。 

ただし、時計は止まりますので、あらためて必要な設 
定を行ってください。 

設置場所について 

本機は直射日光の当たる場所や堂光灯、殺菌灯などの 
下で使用した場合、紫外線等の影響を受けて変色する 
ことびあります。 
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各部の名前 


し h 面、前面パネル_ 

[ 〕内のページに主な説明があります。 


上面パネル 


前面パネル 



①の ON/STANDBY ボタン[20、33、3已、36〕 
( 2 ) INPUT ボタン〔19、20、27、29、30、31〕 

⑤ w / PRESET ◄ボタンに2、27、30] 

④ ► W / PRESET ►ボタンに2、27、30〕 

© ■ ボタンに2、36〕 

© ►/ II ボタンに2、27、31〕 

⑦ VOLUME - /+ ボタン[20〕 


⑥〇端子に 0] 

感 USB ポート〔1已、19、27、31〕 
® 表示部 

⑩ディスクトレイに 2] 

® リモコン受光部〔14〕 

® ± ボタンに2〕 
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さ部の名前 


〔表示部 



ス U — ブ 

① SLEEP 表示 


プレイポース 

⑤ ► / II 表示 


⑥ TIMER 表示 
③チューニング表示 


③ USB 表示 

④ FOLDER 表示 
⑥ S.BASS 表示 
⑥ MUTING 表示 


饭）円 LE 表示 
⑩ TRACK 表示 
® を目的表示部 

® D 旧 CJOTAUREMAIN 表示 


⑦再生モード表示 


背面パネル 



① FM アンテナ端子 接続については、 16-19 ぺージをご覧ください。 

③ LINE IN 端子 

③ AUDIO OUT(SUBWOOFE 唱子 

④ SPEAKERS 5好 
(5) AC INLET 
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さ部の名前 


モコン 

[ 〕内のページに主な説明があります。 



① CLOCK CALL ボタン〔32〕 

@ MUTING ボタンに日〕 

⑤ TIMER ボタン[32、33、34、3已〕 

④ 入力切換ボタンに0、23、27、28、29、30、 
31] 

⑥ ス S フ、プ ィ/ボ|-|ズ、…、…、 P 站セ S もィ►、 

◄◄^►►vTUNING ◄►ボタン 
[23、24、25、27、28、29、30、31〕 

⑥ VOLUME - /+ボタンに0、23、28] 

⑦ MENU ボタンに3、24、28) 

® ▲/▼/◄/►、 ENTER ボタン 

感 MODE ボタン〔19、24、29、31〕 

® DIMMER ボタン〔21〕 

⑩ SHUFFI_E ボタン [2 已、26、28〕 

返 ） PLAYLIST ▲/ ▼ボタンに8〕 


® (!) (オン/スタンバイ）ボタンに0、33、3已〕 
@ SLEEP ボタン〔34〕 

© PRESET MEMORY ボタンに9、30〕 

@ TREBLE/BASS ボタンに1〕 

⑩ S.BASS ボタン〔21〕 

® CI_EAR ボタンに1、2己、26、29、30] 

@ REPEAT ボタンに6、28〕 

@ D 旧 PLAY ボタン[23、2已、32、33〕 
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準備する 


リモコンの使いかた 


U モコンを使用する前に電池の保護シートを引を巧 
いて < ださい。 



U モコンは本体の U モコン受光部に向けて操作して 
<ださい。 



ごま意 


• リモコン受光部に曰光やインバーター堂光ななどの強 
い光を直接当てると正しく動作しないことびありま 
ず。 

• ホ外線を使った機器の近くで使用したり、他のリモコ 
ンを併用ずると誤動作の原因となりまず。 

• リモコンの上に、本などものを置かないでください。ボ 
タンが巧し続け5れたが態になり、電池が消耗してし 
まラことがありまず。 

• オーディオラックのドアに色付きガラスが使われてい 
ると、リモコンが正常に動作しないことがありまず。 

• リモコンとリモコン受光部の間に障害物があると操作 
でをません。 


電池交換のしかた 


電池は同じ型番のものに R 202已）をご使用くださ 
い。 

巧に細い棒を強く押し込み 




ごを意 


• リモコンの反応が悪くなった場合は、電池を交換して 
みてぐださい。 

• 長期間リモコンを使用しない場合は、電池をはずして 
おいて < ださい。 
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準備する 


iPod ドック KD - A 1 


KD - A 1 を CD レシーバー本体前面バネルの USB ポー 
卜に接続します。次に iP 日 d / iPhone/iPad のドックコ 
ネクタを KD - A 1 の iPod コネクタにしっかり差し込 
みます。 iPod/iPh 日 ne/iPad によっては、 iPod / 
iPhone/iPad 背面と KD - A 1 との間にすき間びでき 
ますので、 iPod アダプターを回して調節し、すさ間を 
なくしてください。左に回すと iPod アダプターを手 
前に、ちに回すと奥に調節することがで去ます。 
iPad を接続する場合は、ぐらつさを防止するたがに 
iPad 用スペーヴーを図の位置に貼り付けて<ださ 
い。 



ごま意 

• KD - A 1 は、直接 CR - U 1 の US 日ポートに接続してく 
ださし、延長ケープルや USB バブなどは使用しないで 
ぐださい。 

• iPod / iPhone / iPad をケースなどに入れている場含は、 
完全に接続でさず音が出ない、リモコンで操作がでさな 
いなどの問題が起きることがありまず。 iPod / iPhone / 
iPad はケース対まずしてか6 KD - A 1 に接続してくだ 
をし ViPhone 4補正のパンパーは、取り付けたまま接続 
が可能でず。 

• iPod / iPhone / iPad を巧き差しずるときは、ねじった 
りしてコネクタ部を傷つけないようにしてください。 
また、使用中に iPod / iPhone / iPad を前に御したりず 
ると、コネクタ部を破損ずる原因となりまずので、ごを 
意ください。 

• FM トランスミッターやマイク□フオンなど他のアク 
セサリーとは併用しないでください。動作不良などの 
原因となる場含びありまず。 


〔スピーカー ( D - U 1) 


D - U 1 にはスピーカーの左ちの区別はありません。ど 
ちらを左側/ち側で使用してち音質は変わりません。 

スピーカー端子 サランネット キャビネット 




■ 付属のコルクスペーヴーを使ラ 

安定した設置と、より良い音でお楽しみいただくため 
に、付属のコルクスペーヴーのご使用をおすすめしま 
す。 



コルクスぺーヴーは、図のように D - U 1 底面の四隅に 
貼り付けてください。 

ごを意 

コルクスぺーヴーを貼るときは、やね6かい巧の上で作 
業を行ラなど、スピーカー表面に傷を付けないよラごま 
意ください。 
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アンテナを接続する 


ここでは、付属の FM アンテナの接続方法を説明しま 
す。 

FM アンテナを接続しないと本機で FM 放送を受信す 
ることはでをません。必ず FM アンテナを接続してく 
ださい。 



ごま意 

アンテナ位置の調整と固定は実際に放送を聞きなび6行 
いまず。（己日ページ） 



付属の FM アンテナは室內用の簡易アンテナでず。鉄筋の 
建物の中や送信巧か6遠い場台など、電波が弱ぐてを定 
した受信びでさないことがありまず。 

その場合は、市販の FM 屋がアンテナの接続をおずずめし 
まず。 


FM 屋外アンテナを接続する 


FM 屋外アンテナ 




(別売) 


FM 屋外アンテナについて 

市販のアンテナアダプターを使用して、上図のように 
接続します。 

ごま意 

• アンテナエ事には技術と経験が必要でずので、販売店 
にご相談ください。 

• 送電線の近くはを険でずので、絶対にアンテナを設置 
しないでぐださい。 



ケーブルテレビをご覧の方は、 FM びテレビと同時に送5 
れている場合びありまずので、それを利用ずればま定し 
た FM 受信び可能でず。受信ち法や周波数については、ご 
契約のケープルテレビ会社へお問い合わせぐださい。 
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スピーカー を接続する 


ここでは、付属のスピーカーの接続ち法を説明します。 


D - U 1 

ちスピーカー 


D - U 1 

左スピーカー 



CR - U 1 


1. ビニールカバーをはずしスピーカーコードのしん 
線をよじります。 

2. スピーカー端子のレバーを押しなびらコードの先 


• 片チヤンネルのスピーカー端子に複数のスピーカーを 
接続したり、1つのスピーカーか6両チヤンネルのス 
ピーカー端子に並列に接続しないでください。故障の 
原因になりまず。 


端を差し込みます。指を離すとレノ（一が戻ります。 
スピーカーコードのビニールカバーをはさみ込ま 
ないよラにして < ださい。 

3. スピーカーコードを軽く引っ張ってみて確実に接 
続されているかどうか確認してください。 



奥まで差し込む 



ごま意 

• ち側に設置ずるスピーカーは、本機のスピーカー端子 
の R に、左側に設置ずるスピーカーは L に接続してく 
ださい。 

• スピーカーのプラス©と本体のプラス©を、スピー 
カーのマイナス 0 と本体のマイナス 0 を接続しまず。 
付属のスピーカーコードのホい線の方をプラス©側 
に接続してください。 

• 同姻のスピーカー ( D - U 1) むがは接続しないでくださ 
し >。他のスピーカーを組み合わせてご使用になった場 
合の性能•故障については、保証でさません。 




• 故障を防ぐため、スピーカーコードの 
しん線どラしやしん線を背面/ ネル 
に絶巧に接軸させないでください。 
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か部機器を接続する 


CR - U 1 



など サブウーファー 


接続の前に 

-イラストは一例です。他の機器でわ接続方法は同じ 
です。接続する機器の取扱説明書ち必ずお読み<だ 
さい。 

-電源コードはすべての接続が終わるまでつなびな 
いで < ださい。 


オーディオ用ピンコードについて 


オーディオ用ピンコードは、白いプラグを左 ( L ) チヤ 
ンネル、ホいプラグをち ( R ) チヤンネルに接続してく 
ださい。 


コードのプラグはしっかり奥まで 
差し込んで < ださい。接続び不完 
全だと、雑音や動作不良の原因に 
なります。 

ごを意 



• 設置の際は、本機の上部に他の機器をのせないでくだ 
さい。通風孔がみさがれてを険でず。 


パワーアンプ巧蔵サブウーファー 
を接続ずる 


パワーアンプ内蔵サブウーファーを接続して使用で 
さます。 

本機の AUDI 日日 UT 端子とサブウーファーの入力端 
子を接続します。 

サブウーファーにパワーアンプび内蔵されていない 
ちのは、サブウーファーを接続したパワーアンプの入 
力端子と本機の AUDI 日日 UT 端子を接続します。 
詳しくは、サブウーファーに付属の取扱説明書をご覧 
<ださい。 


ごを意 

サブウーファーの電源を入れたまま本機の電源コードを 
巧を差ししないでください。サブウーファーの故障の原 
因となることびありまず。電源コードを抜き差しずると 
さはヴプウーファーの電源は切つてぐださい。 


再を機器との接続 


本機の LINE IN 端子と再生機器(カセツトテープデッ 
キなど)やテレビの音声出力端子を接続します。 


電源コードの接続 


付属の電源コードを本体背面の AC INLET に接続し 

たあと、電源コードのプラグを家庭用電源コンセント 

に接続します。 

ごを意 

• 付属の電源コードむ外は使用しないでください。 

また、付属の電源コードを他の機器に使用しないでく 
ださい。故障や事故の原因となりまず。 

• 電源コードのプラグをコンセントに差したまま AC 
INLET 側をはずさないでください。誤って電源コード 
内部の電極に細れると感電ずるおそれびありまず。 

• 本機の電源を入れると、瞬間的に大きな電流び流れて、 
コンピューターなどの機器の動作に影響ずることがあ 
りまず。コンピューターなど、繊細な機器とは別系統の 
コンセントに接続ずることをおずずめしまず。 

• 電源コードのプラグは、ずぐに巧くことびでをるよラ 
に、客易に手が届く位置のコンセントに接続してくだ 
さい。 
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か部機巧を巧続する 


USB ポートの接続について 


本機に搭載されている USB ポートは、 KD - A 1 または 
USB フラッシュ X モ U —を接続して音楽をお楽しみ 
いただけるよラになっています。 

お買い上げ時は、 KD - A 1 に iPod / iPhone / iPad を接 
続してお使いいただけるよラに設定されています。 
USB フラッシュ><モリーを接続する場含は、次の方 
法で入力を切り換えてください。 



〇 6 6666 00 


INPUT 


KD - A 1 を使用する場含は、同じ方法で接続モードを 
iPod に切り換えてか 6 KD - A 1 を接続してください。 

ごを意 

本機の USB ポートにパソコンを接続しないでください。 
本機の USB ポートにはパソコンか6音声を入力でさませ 
ん。 



1 本機の電源を入れ、本体の [INPUT] ボタン 

またはリモコンの入力切換 (iPod) ボタンで 
iPod を選択ずる 


^ [M0 □曰ボタンを rUSB」 と表示されるま 
で押し続ける 

USB フラッシュメモ U - の接続モードに切り換 
わりました。 

一度 USB に設定すると、モードを切り換えるま 
で USB のままお使いいただけます。 
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基本の操作 





) 6 6 o o 
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け 

JPUT VOL 

JME 


む ON/STANDBY 


ONKYO 
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当耀 

。 -■ 圏 。"‘ 

1= 

=J l=J 


n 


戸 


MUTING 

入力切換ボタン- 


-MUTING 

TIMER CLOCKM 止 SLEEP 

CD CD CD 


(g)@) 簿馨 I 


D 


了* TUNING* 

の 


' VOLUME 

風戶芦.。 

jij (£) u 



の 


VOLUME 


電源を入れる 


本体の[む ON/STANDBY] ボタンを巧ず 

U モコンの[の]ボタンでも同様です。 

表示部び点灯して電源び入0ます。スタンバイ状態に 
戻すには、もう一度ボタンを押します。 

KD - A 1 に iPod / iPhone / iPad を接続して使用して 
いるとを、本機びスタンバイ状態でち、本機の iPod ア 

ラームモード（陳3已ページ）が日 n に選択されていれ 

ば、 |" Char 旨 in 畳」と表示され、 iP 日 d / iPhone / iPad び 
充電されます。それ故外の設定では、スタンバイ状態 
で充電はされません。 


入力を切り換える 


本体の [ INPUT ] ボタンまたは U モコンの入力切換 
( TUNER 、 CD 、 iPod 、 LINE ) ボタンを押して切り換え 
よ9 〇 

TUNER ( FM )、 CD、iP 日 d ( US 目 )、 LINE (接続した外 
部機器)から選べます。本体の INPUT ボタンは、押す 
ごとに入力び次のよラに切り換わります。 


音量を調節する 


VOLUME [+] ボタンを押すと音量び上がり、 
VOLUME [—]ボタンを押すと音量び下びります。 

U モコンの V 日 LUME [+]/[-] ボタンでも同様です。 


音を一時的に消す 


リモコンの [MUTING] ボタンを押ず 

表示部に 「 Mutin 呂」と数秒間表示され、 MUTING 表示 
が点滅し、音が消えます。ちラー度押すと、解除されま 
す。 

次のとさも解除されます。 

-音量を調節したとさ 

-一度スタンバイ状態にし、再度電源を入れたとを 


〔ヘッドホンで聞< I 

ヘッドホンのステレオミニプラグを [ 〇 ] 端子に接 
続します。接続するとをは、音量を下げてください。 
へッドホンを接続するとスピーカーの音は消えます。 



CD —► iPod (USB) 
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昼本の操作 



TREBLE 

BASS 

S.BASS 

CLEAR 


低音または高音を調節する 


表示部の明るさを切 D 換える 



[BASS] ボタンまたは [TREBL 曰ボタンを押 
した後、 [▲]/[▼] ボタンを押して調節ずる 

一已か6+已の範囲で調節でをます。 

已秒間操作しないと、元の表示に戻ります。 

[▲]/[▼] の変わりににに AR ] ボタンを巧すと設定を 
「□」にでをます。 


リモコンの [DIMME 刊ボタンを押ず 

ボタンを巧すたびに明るさび「暗い」一「ふつう」の順 
に変わります。 


重巧音を強調する 


に. BASS] ボタンを押ず 

ボタンを押すたびに S.Bass Off . S.Bass K 
S.Bass 2. S.Bass Off と切り換わります。 

数字び大き < なるほど、より重低音び強調されます。 
S . BASS 機能を解除するには、 [ S . BASS ] ボタンをく 
り返し押し、に. Bass 日げ」を表示します。 
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CD を再生する 


本巧で操作する 


〇 6 6 6 〇 6 〇 〇 



.W . 



ソ 


► 

►1 

► 

/II 


ONKYO 





' 1 
、-< 






C 

> 

© S ® 


—" 1 " 

化 " 

1 1 

1= 

=J 


ディスクトレイ ± 


■ 再生を止めるには 

[■] ボタンを巧します。 

最後の曲の再生び終わると、自動的に再生は停止しま 
す。 

■ 一時停止ずるには 

[►/ M ] ボタンを巧します。 

riij 表示び点なします。再生を再開するには[►/ 11 ]ボ 
タンを巧します。 


■ CD を取り出ずには 

[ A ] ボタンを巧します。 

ディスクトレイび開をます。 

ディスクトレイを閉めるときは、ちう一度[±]ボタン 
を巧します。 


停止中の表示例 
才ーデイオ CD ①場合 


"DISC TOTAL " び点な 



総トラック数 総再生時間 


i [ ± ] ボタンを巧し、ディスクトレイを開 
ける 



スタンバイ状態のとをに [ A ] ボタンを押ずと、自動のに 
電源が入りディスクトレイび開をまず。 


^ ディスクトレイに CD をラベル面を上にし 
てのせる 

8 cmCD はディスクトレイの真ん中にのせてく 
ださい。 


聞きたい曲を選ぶ 

[■◄◄] ボタンを1回巧すと現在の曲の頭に戻り、さ6 
に巧すと1巧ずつ前に戻り巧生び始まります。 

[►►1]ボタンを巧すと1曲ずつなへをみます。 

ごま意 

リモコンでの操作は次ページをご覧ください。 


[►/ II ] ボタンを巧ず 

ディスクトレイび閉まり、再生び始まります。 
「►」表示び点灯します。 
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CD を再生する 


y モコンで操作する 


CD を選ぶ 

CD びセットされていれば、再生 
び始まります。 

スタンバイ状態でも電源び入り、 
入力び CD にな0ます。 



CD 〇 

TIMER CLOCK CALL SLEEP 



嚇11111嚇 


再生を止める 


聞きたい曲を選ぶ 

[!◄◄] ボタンを押すと現在の曲 
の頭に戻0、さ5に押すと]つず 
つ前の曲に戻り再生します。 

[►►1]ボタンを押すと]つずつ 
次の曲に進みます。 


ルートフオルダに戻る 
( MP 3 のみ） 

[ MODE ] ボタンを押し、フオル 
ダ/ファイル選択モードの時に働 
をます。 


が UMING 

田屈 


_ TUNINGS 

2 ) 田 


—;MENU 1 


爾吃 


(ENTER) 


(MODE 1 


CJ 。 

\ 、 BASS 

ノ ’ S . 巳 ASS 

風。 


DIMMER SHUFFLE REPEAT 


o o o 

PLAYLIST DISPLAY 

0 © O 



再生/一時停止する 

スタンバイ時に巧すと、本機の電 
源び入0、スタンバイになる前に 
CD び選択されていた場合は、 

CD の再生を始故ます。 

再生中に押すと一時停止状態にな 
0ます。 


早戻し/早送りをする 

再生中に押し続け、聴さたいとこ 
ろで指を離します。 

音量の調節 

VOLUME [+] ボタンで音量び 
上び0 、 VOLUME [-] ボタン 
で音量び下び0ます。 


フォルダ/ファイルを選択する 
( MP 3 のみ） 

[ M 日 DE ] ボタン封甲し、 [▲] ボタ 
ンを押すと前のフォルダ/ファイ 
ルを、 [▼] ボタンを巧すと次のフォ 
ルダ/ファイルを選択でをまず。 
[►] ボタンでフォルダの中に入り 
ます。 

[▼] ボタンを押すと、選択したフオ 
ルダ内のファイルを表示します。 


L 表示部の情報を切り換える_ 

再生中または一時停止中に U モコンの[□に PLAY ] ボタンをく 0返し巧すと、 CD の情報を切0換えることびでさます。 



衷ルなし 

現在の曲の経過時間 


「 REMAIN 」 

現在の巧の残り時間 


「TOTAL REMAINJ 

ディスク全体の残0時間 


セツトされている CD の種類 


ごミ主意 

MP 3 ディスクの場合は2已ベージをご覧ください。 
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CD を再生する 


CD ( MP 3) のフオルタやフアイ 
ルを選ぶ 


巳 D ( MP 3) では、ルートにファイルがあったり、フォ 
ルダの中にファイルが入っているちのちあります。 

フオルダの中にさらにフオルダび入っていて、その中 
にファイルが入っている場含ちあり、下図の例のよう 
に階層構造になっています。 



フォルダ4 


-[ファイル 14] 


-[ファイル 18] 


フォルダ2—厂フォルダ3 


ファづ 

りレ1 



ファイル吕 



ファづ 

りレ3 


を7ィル 11] 


ファイル12 


[フ7ィル 13] 


「 F 日 LDER 」 び点灯し、最初のフォルダ名び表示 
されます。 



^ [▲]/[▼] ボタンでフォルダを選択ずる 


FOLDER 



拒 NTER ] ボタンまたは [►] ボタンを押してフォ 
ルダ内に入ります。 


[▲]/[▼] ボタンでフォルダ内の MP 3 ファ 
イルを選択ずる 

還択した MP 3 ファイルのファイル名び表示され 
よ9 〇 



別のフオルダを選ぶとさは、 [◄]/[►] ボタンを 
押し、 [▲]/[▼] ボタンを押してフォルダを選択 
し、拒 NTER ] ボタンを押します。 [▲]/[▼] ボタン 
でファイルを選択します。 


再生するとをにフオルダちファイルち選ばなかった 
ときは、上記のファイル番号順に再生します。 


MENU 
▲/▼/◄/►， ENTER 
MODE 



►/II 


A に NTER ] ボタンまたは [►/ II ] ボタンを 
巧ず 

再生び始まります。 

再生は選択したファイルからスタートします。 
再生中に別のフォルダを選びたいとさは、 

[ MOD 曰ボタンを押し、 F 日 LDER インジケーター 
が点なしている時に [◄]/[►]/[▲]/[▼] ボタンを 
押してフォルダを選び、正 NTER ] ボタンを押し 
ます。 

その後、 [▲]/[▼] ボタンで MP 3 ファイルを選ぶ 
ことがでをます。 


■ 一時停止ずるには 

[►/11]ボタンを押します。 

「11」表示び点灯します。再生を再開するには[►/11]ボ 
タンを押します。 


ランダム再生モードになっているとさは、上記のファ 
イル番号順には再生されません。上記のファイル番号 
順に再生するためには、ランダム再生を解除してくだ 
さい。（陳2已ぺージ） 


停止中に [ MODE ] ボタンを巧ず 


■ 上位または下位のフォルダを選ぶには 

[◄] ボタンで上位のフオルダに、 [►] ボタンで下位の 
フオルダを選ぶことびでをます。 

■ ルートに戻るには 

[ MODE ] ボタンを押してから [ MENU ] ボタンを押し 
よ9 〇 
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CD を再生する 


表示部の MP 3 情報を切0換える 


MP 3 ファイル再生中に U モコンの[□侶 PLAY ] ボタ 
ンをくり返し押すと、表示部の情報を切り換えること 
びでさます。 


ランダム再を 


曲順をランダムに並べかえて、全曲を一通り再生しま 
す。 

ランダム再生は 、 U ピート再生と組み合わせて使うこ 
とちでさます。 



DISPLAY 


MP 3 ファイル再生中にリモコンのにに PLAY ] 
ボタンをくり返し押ず 

次の順で表示されます。 

• 再生中の曲の経過時間 
• 再生中の曲の残り時間 
• ファイル名 
• フオルダ名 

• サンプリング周波数とビットレート 
(44 k 128 kbps など） 

• ボリュームラべル名 


ごま意 

. 半角英数字 W がので字は表示でをません。 

. 半角英数字 W がで入力されているフオルダち、ファイル 
ち、ボリユームラベルちは、文字化けして表示される場 
台がありまず。 


ごミ主意 

MP 3 ファイルの場合は、同じ巧を再生ずることもありま 
ず。 


SHUFFLE 



►/II 


CLEAR 


ランダム再生は、入力び CD または USB のとさに設 
定でさます。 


シャツフル ランダム 

[ SHUFFLE ] ボタンを押して、 「 RANDOM 」 


を表示させる 


2 


プレイポース 

[►/II ] ボタンを押ず 


■ ランダム再生を解除ずるには 

[ SHUFFLE ] ボタンまたはにに AR ] ボタンを押しま 
す。 

ディスクを取り出してわ解除されます。 
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CD を再生する 


化ート再生 


U ピー ト再生は、 CD 全体をくり返し再生、または1曲 
をくり返し再生します。 

U ピー ト再生は、ランダム再生と組み合わせて使うこ 
とちでさます。 


SHUFFLE 



CLEAR 

REPEAT 


旧 EPEAT] ボタンを（くり返し)押して、 
「REPEAT」 または 「REPEAT 1」を表示させる 

「 REPEAT 」 は全曲をくり返し再生します。 

「 REPEAT 1」は再生中の曲または選択した曲をくり 
返し再生します。 


ごま意 

シャツフル 

REPEAT 1が設定されているときに [ SHUFFLE ] ボタ 
ンを押ずと、 REPEAT 1が解除され、ランダム再生にな 
りまず。 


■ リピート再生を解除ずるには 

[ REPEAT ] ボタンを（くり返し）押して、 「 REPEAT 」、 
「 REPEAT 1」のいずれち表示されていない状態にし 

ます。または、にに AR ] ボタンを押します。 
ディスクを取り出しても解除されます。 
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iPod/iPhone/iPad を再生する 


ご使用になる前に、必ずご使用の iPod / iPhone/iPad 
を最新のバージョンにアップデートしてください。最 
新バージョンにするためのソフトウエアアップデー 
ターは、 Apple 社のホームページにて入手してくださ 
い。 

iPod / iPhone / iPad が休止状態になっているとき 
は、 iPod / iPhone / iPad を KD - A 1 に差し込み、操 
作巧能な状態になってから操作してください。 

本機を移動する場合は、 KD - A 1 の接続は必ずはずし 
て < ださい。 

iPod / iPhone / iPad の機種や再生するコンテンツに 
よっては、一部の機能が動作しないことがあります。 


KD - A 1 の接続 


1 USB ポートに KD-A1 を接続ずる 


本な:で操作する 



〇 9 9 J ? ろ 9 〇 〇 


V 




ノ 

INF 

UT 

► 

►1 ► 

/II 


■イイ 



^ KD-A1 の iPod コネクターに iPod/ 
iPhone/iPad を接続ずる 


f 本機の電源を入れ、本体の [INPUT] ボタン 

またはリモコンの入力切換 (iPod) ボタンで 
iPod を選択する 

iPod / iPhone / iPad び正常に接続されていない 
場含 、 「No Device 」 と表示されます。 

ご注意 

入力表示に rusB 」 と表示される場台は、接続モードが 

USB になっていまず。 [ MODE ] ボタンを 「 iPod 」 と表示 
されるまで巧し続け、接続モードを iPod に切り換えてか 
6 KD - A 1 を接続し直してください。1目べージ） 


2 プレイポース 

[►/II ] ボタンを押ず 


ごミ主意 

• KD - A 1 を USB ポートに接続したり、はずしたりずると 
きは、本体が動かないように手でまえてください。 

• iPod / iPhone / iPad をケースなどに入れている場台は、 
完全に接続でをず音が出ない、リモコンで操作がでさな 
いなどの問題び起きることがありまず。 iPod / iPhone / 
iPad はケースをはずしてか6 KD - A 1 に接続してくだ 
さし V ただし 、 iPhone 4の純正パンパーは取り付けたま 
ま接続可能でず。 

• iPod / iPhone / iPad を巧き差しずるときは、ねじった 
りしてコネクタ部を傷つけないよラにしてください。 
また、使用中に iPod / iPhone / iPad を前に剧したりず 
ると、コネクタ部を破損ずる原因となりまずので、ごを 
意ください。 

• FM トランスミッターやマイク□フオンなど他のアクセ 
サリーとは併用しないでください。動作不良などの原因 
となる場合がありまず。 


再生が始まります。 

■ 聞きたい巧を選ぶ 

再生中、一時停止中に [I ィィ] ボタンを 1 回押すと現在 
の曲の頭に戻り、さ6に押すと1曲ずつ前に戻ります。 
[►►1]ボタンを押すと1曲ずつ次へ進みます。 

■ 一時停止ずる 

[►/11]ボタンを押します。 

ちラー度押すと一時停止したところから再生が始ま 
ります。 

ごま意 

リモコンでの操作は次ぺージをご覧ください。 
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iPod/iPhone/iPad を再生する 


y モコンで操作する 


iPod を選ぶ 


一時停止する 


聞きたい曲を選ぶ 

再生中/一時停止中に [ l ◄◄] ボ 
タンを押すと現在の巧の頭に戻 
り、さらに押すと]つずつ前の曲 
に戻0ます。 

[►►1]ボタンを押すと1つずつ 
次の巧に進みます。 


メニューを表示する 


シャッフルを切り換える 


MUTING 

TIMER 


CLOCK CALL SLEEP 








一 TUNINGS 




唯!^^^’ご 


^MODE ) 'i 
DIMMER 

o 


(ENTER) 

だイ 




o 

5.BASS 

o 


DIMMER SHUFFLE REPEAT 


o 




PLAYLIST DISPLAY 

甲ぞ〇 


J) 


再生/一時停止する 


早戻し/早送りをする 

再生中/一時停止中に巧し続け、 
聴さたいところで指を離します。 


音量の調節 

VOLUME [+] ボタンで音量び 
上びり 、 VOLUME [-] ボタン 
で音量び下びります。 


メニューを選択する 
リピートを切り換える 


プレイリスト選択 


iPod/iPhone/iPad のメニユー操作 


1 [ MENU ] ボタンを巧して、 iPod / iPhone / 
iPad にメニューを表示させる 

^ [▲]/[▼] パィ]/ [►] ボタンを押し、 iPod / 

iPhone / iPad のメニュー項目（反転)を移 
動させる 

に NTER ] ボタンを押して、項目を選択ずる 


ごミ主意 

音量は本機の VOLUME [—]/[+] ボタンで調節しまず。 
iPod / iPhone / iPad 側で調節しても音量は変わりませ 
ん。 
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FM 放送を聞 < 




〇 Q 6666 00 


INPUT 


周波数を合わせて聞 < 


放送局を受信するとチューニング表示 (►♦◄) が点 
灯します。 

FM ステレオ局を受信すると 、 F M ST 表示び点なし 
ます。 



U モコンの [ M 日 DE ] ボタンを押すごとに、 Auto モー 

ドと Mono モードび切り換わります。 Auto モードで 
は、 「 AUTO 」 表示が点灯します。 



放送局を登録すれば周波数で合わせな<てち選局で 
をます。受信から登録まで、自動(オート)で行えます。 
登録には、このオートプ U セットと1局ずつ登録する 
ち法があります。30ページ） 

ごを意 

オートプリセツトを行ラと、現在登録されている放送局 
はずべて消えまずので、ごミ主意ください。 


i 本機の電源を入れ、本体の [ INPUT ] ボタン 


1 本機の電源を入れ、本体の [ INPUT ] ボタン 

またはリモコンの入力切換 ( TUNER ) ボタ 
ンで FM を選択ずる 


またはリモコンの入力切換 ( TUNER ) ボタ 
ンで FM を選択ずる 

FM の受信状態び良好になるよラに FM アンテナ 
の位置を調整してください。1日ページ） 


^ リモコンの [◄ TUNING]/[TUNING ►] 

ボタンを押して、表示部を見なび目周波数 
を合わせる 

1回押すごとに周波数が 0.1 MHz ずつ変わりま 
す。押し続けると周波数が連続して変化します。 
ボタンをしばらく押してから指を離すと自動的 
に周波数び上がり（下び0 )、放送局を受信すると 
自動的に停止します。途中で止めると去は、 

[ CLEAR ] ボタンを押します。 


■ 放送を受信しにくいとさは 

電波の弱い所や雑音の多い所では、 [ M 日 D 曰ボタンを 
押し、 「 AUT 日」表示を消してモノラル受信 ( M 曰 no モー 
ド) にしてください。雑音や音切れを置減できます。 
Auto モードに戻すときは、 [ MODE ] ボタンを再度押 
しよ9 〇 

通常は Auto モードにしておいてください。自動的に 
FM ステレオ受信となります。 


^ [PRESET MEMORY ] ボタンを押ず 

「Auto Preset ?」 び表示されます。 


[ ENTER ] ボタンを押ず 

オートプ U セツトび始まります。 

周波数のほい方から自動的に最大30局まで登録 
していさます。 

オートプ1」セツトを途中で止めるには、に LEAR ] 
ボタンを巧します。 


ご注意 

受信環境によっては、放送局でないノイズなどび登録さ 
れることがありまず。このよラなチヤンネルは削除して 
ください。 （^30 ぺージ） 














































FM 放送を聞 < 


^が送局を1局ずつ登録する_ ) 

受信した局を1局ずつ登録します。 

全部で30チャンネルまで登録でをます。 

i 登録したい放送局を受信ずる 

29ページを参考に、登録したい放送局を受信し 
ます。 


^ [PRESET MEMORY] ボタンをチヤンネ 

ルま号び点滅ずるまで巧し続ける 

チヤンネルま号び点滅した6、ボタンか6指を離 
します。しば6 くするとチヤンネルま号び点な 
し、登録されます。 

チヤンネル番号は登録されていない最小の番号 
から順に振られます。 

登録数び30を超えると 「Preset FULL 」 と表示 
され、これ！;(上登録でさな < なります。登録をす 
る場含は、登録済みのチヤンネルを削除してくだ 


さし、 


登録したが送局を聞く 


あ6かじめ放送局を登録しておいてください。 



INPUT イ PRESET 



CLEAR 


i 本機の電源を入れ、本体の [INPUT] ボタン 

またはリモコンの入力切換 (TUNER) ボタ 
ンで FM を選択ずる 

最後に受信していた放送局び受信されます。 


登録した放送局を削除する 


1 削除ずるチャンネルを呼び出ず 


^ [ィ PRESET ►] ボタンを押して、登録した 
放送局を選ぶ 


ヒン 


スタンパイ状態でリモコンの [ TUNE 刊ボタンを f 甲ず 
と、本機の電源び自動的に入り、最後に受信していた放送 
局が受信されまず。 


^ チヤンネルび削除されるまで [CLEA 刊ボ 
タンを押し続ける 

プ1」セツトの削除び完了すると、削除したま号!;! 
降の番号を詰めて表示し直します。 
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USB フラッシュメモリーの再生 



6 6 6j5 6 6 〇 〇 


INPUT ►/■! 


MODE- 


0000 


D 


<TUN"G <PRESET> TUNINGS 

w 》 の 

VOLUME 

mm 

MESETMEUORY TREBLE 

風/の \0 な 

_ / \_ BASS 

日り o 

_\ _ ノ _ S.BAS5 

の & 〇 

DIMMER SHUFFLE REPEAT 

o o o 

PLAYLIST DISPLAY 

o o o 


iPod 

►/II 


i KD - Al を USB ポートか 5 はずず 


2 本機の電源を入れ、本体の [ INPUT ] ボタン 

またはリモコンの入力切換 ( iPod ) ボタンで 
iPod を選択ずる 

[No Device 」 と表示されます。 

[ MODE ] ボタンを rUSB 」 と表示されるま 
で押し続ける 


ごを意 

• USB フラッシュメモリーを USB ポートに接続した 
り、はずしたりずるときは、本体が動かないよラに手で 
まえてください。 

• 使用でさる USB フラッシュメモリーの フォー マット 
などについては8ページ rus 日フラッシュメモリーの 
再生について」をご覧ください。 

• KD - A 1 を使用ずる場台は、接続モードを iPod に切り 
換えてください。（陈 ■ 1日ページ） 


A USB フラッシュメモリーを USB ポートに 
接続ずる 



6 [►/ II ] ボタンを押ず 

再生が始まります。 

フオルダ/ファイルの選択、ランダム再生、リピー 
卜再生は CD ( MP 3) の再生と同じです。 

(陳24ぺージ） 
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時計を設定する 



CLOCK CALL 


DISPLAY 


[TIMER] ボタンをくり返し押し、 「Clock」 
を表示ずる 




A I ンタ - 

^ に NTER] ボタンを押ず 


[▲]/[▼] ボタンで r 時」を合わせる 

工場出荷時は、24時間表示になっていますので、 
24時間表示の場合の r 時」で含わせてください。 

12時間表示で合わせる場合は、 [ DISPLAY ] ボ 
タンを押します。 


ら時報に合わせてに NTER] ボタンを押ず 


時計び動作を開始し、秒を示すドットが点滅しま 
す。 


■ 時計を表示させる 

電源が入っているときは、 U モコンのに LOCK 
CALL ] ボタンを押します。 

再度 [CLOCK CALL ] ボタンを押すと、元の表示に戻 
0ます。 

スタンバイ時は、に LOCK CALL ] ボタンを押すと、 
約8秒間表示した後、消灯します。 

■ 12時間表示と24時間表示の切り換え 

に LOCK CALL ] ボタンを押して時計を表示させて 
いる間に、 [ DISPLAY ] ボタンを押します。 


4 忙 NTE 刊ボタンを押ず 




ら [▲]/[▼] ボタンで r 分」を合わせる 
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タイマー機能を ffi3 


本機には、設定した時刻に自動的に再生を始める予約 
タイマーと設定した時間が経過すると自動的にスタ 
ンバイ状態になるス U —プタイマーが搭載されてい 
ます。 

また、 iPod / iPhone / iPad のアラーム再生機能を使用 
してのタイマー再生び行えます。 


^タイマーをモ約する 

ご注意 

-時計び設定されていないと、タイマー予約はでさま 
せん。 

-設定中已砂間何を操作しないと元の表示に戻ります。 
. タイマーによって本機の電源が入ったとを、 FM では 
最後に受信していた局を受信し、 CD および iPod 
( USB ) では最初の曲が再生されます。 LINE の場合 
は、接続された機器の状態で再生が始まります。 

-設定でさるタイマーは]つです。 



i タイマー動作させるソースの用意をずる。 

FM は聞をたい局を受信します。 

CD は聞をたいディスクをセットします。 
iPod / iPh 日 ne / iPad は KD - A 1 にセットします。 
iPod / iPhone / iPad の代わりに US 目フラッシュ 
方モ U —を使用する場含は、入力を USB に切り 
替えます。 （^31 ぺージ） 

LINE は接続した機器をタイマー動作と同時に動 
作するよラにセツトしておをます。 


^ [ TIMER ] ボタンをくり返し押し 、 「Timer 
XX 」を表示させる 

「 XX 」は前回のタイマー設定で設定したソースが 
表示されます。 


[▲]/[▼] ボタンを使って、タイマー動作さ 

せる入カソースを選択し、 [ ENTE 刊ボタン 
を押ず 

選択できる入カソースは、 FM 、 CD、iPcid 
( US 目 ）、 LINE です。 

選択した入カソースに合わせて、 「 TIMER 」 およ 
び番号表示が点滅します。 

番号表示は n 」 び FM 、 に」が CD 、 「3」が iPod 
( US 目）、「4」び LINE を表します。 


4 [▲]/[▼] ボタンを使って、タイマー動作さ 
せる「時」を設定し、 [ ENTER ] ボタンを巧ず 



h [▲]/[▼] ボタンを使って、タイマー動作さ 
せる「分」を設定し、 [ ENTER ] ボタンを押ず 



h [▲]/[▼] ボタンを使って 「Timer On 」 を選 

択し、 [ ENTER ] ボタンを押ず 

タイマーが設定されると 「 Timer 日 n 」 と表示さ 
れ、 「 TIMER 」 および選択した入カソースの番号 
表示が点灯します。 

数秒間無操作の場含は表示されている内容で設 
定されます。 

「 TIMER 」 および選択した入カソースの番号表示 
外は元の表示に戻0、タイマーが設定されま 
す。 


/本体の[む ON / STANDBY ] ボタンまたは 

リモコンの[む]ボタンを巧し、本機をスタ 
ンバイげ態にずる 



• タイマー設定を途中でキャンセルずるには、 [ TIME 刊 
ボタンを押します。 

• 時刻設定中に [ D 旧 PLAY ] ボタンを押ずと、1吕時間表 
示/24時間表示を切り替えることびでをまず。 
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タイマー機能を巧 5 


ごミ主意 

• タイマーを動作させるには、本機をスタンバイ状態に 
ずる必要がありまず。 

SLEEP タイマーでスタンパイ状態になった場含も夕 
イマーが設定されているとタイマー動作をしまず。 
タイマーは、一度 On に設定ずると、毎日同じ時刻に再 
生が始まりまず。ご旅行などでお出かけの際は、必ず 
0斤に設定ずることを忘れないでください。 

• タイマー動作で電源が入ると、 rSLEEPJ 表示が点なし 
まず。操作しない状態び1時間続くと、自動的にスタン 
バイ状態になりまず。何か操作をずると rs に EPJ 表示 
は消え、動作を続けまず。 


タイマーの On (実行 )/ Off (胁•肖) 
を切り換える 


予約したタイマーの実行を取り消したり、タイマーを 
再び実行させることびで去ます。 



ス y - プ 

SLEEP タイマーを巧う 


設定した時間が経過すると自動的にスタンバイ状態 
になります。 


[ SLEEP ] ボタンを押ず 

にに EP 」 表示び点灯します。旧に EP ] ボタンをくり 
返し押し、スタンバイ状態になる時間を設定します。 
ボタンを押すごとに10分単位で時間び短くなりま 
す。 

3秒後に元の表示に戻ります。 


■ 残り時間を確認ずるには 

旧 LEEP ] ボタンを押すと、電源び切れるまでの残り 
時間び表示されます。 

残り時間び表示されている間に旧に EP ] ボタンを押 
すと、設定時間が10分単位で減少します。 

たとえば [ S に E 円ボタンを押して残り時間び已已分 
と表示された場合、もう一度に LEEP ] ボタンを押す 
と已〇となり、その後 [ S に EP ] ボタンを押すごとに 
10分単位で減少します。 

■ SLEEP タイマーを解除ずるには 

に leep 日げ」の表示び出るまで [ SLEEP ] ボタンをく 
り返し押します。 

ごま意 

タイマー動作で電源び入ると、 「 SLEEP 」 表示び点口しま 
ず。何か操作をずると 「 SLEEP 」 表示は消えまず 。 SLEEP 
タイマーを設定ずる場合は、 rs に EP 」 表示が消えてか5 
あ5ためて設定し直してください。 


[ TIMER ] ボタンをくり返し押し 、 ITimer 

On 」 误行)または 「Timer Off 」 （取消)を表 
示させる 


^ [▲]/[▼] ボタンを使って ITimer On 」 误 

行)または ITimer Off 」 (取消)を選択し、 
[ ENTER ] ボタンを押ず 

数秒間無操作の場合は表示されている内容で設 
定され、元の表示に戻ります。 

Timer 加(実行)び設定されると 「 TIMER 」 およ 
び選択した入カソースの番号表示び点灯します。 
Timer 日 ff (聴肖)び設定されると 「 TIMER 」 表示 
は消灯します。 
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タイマー機能をほ 5 


iPod / iPhone/iPad のアラーム 
機能をほ用してのタイマー再を 


本機に接続した iPod / iPhone / iPad びアラーム再生 
により曲を再生すると、本機の電源び入り、入力び 
iPod になります。 


4 本体の [の ON / STANDBY ] ボタンまたは 

リモコンの[む]ボタンを巧し、本機をスタ 
ンバイ状態にずる 

iPod / iPhone / iPad のアラーム再生が始まると、 
本機の電源が入り、入力が iPod になります。 



06 6666 00 


む ON/STANDBY 



ごミ主意 

• タイマーを動作させるには、本機をスタンパイ状態に 
ずる必要がありまず。 

• iPod / iPhone / iPad は必ず KD - A 1 を使って接続して 
ください。 

• iPod / iPhone / iPad 本体のベル音などを嶋5ずアラー 
ムでは、 タイマー再生は働きません。アプリケーション 
による ffl 再生やプレイリストなどを再生ずることによ 
り動作しまず。 

• iPod / iPhone / iPad のアプリケーションによっては動 
作しない場含びありまず。 

• iPod アラームモードを On にしていると、スタンバイ 
時にもオフの時より電力を消費しまず。 iPod / iPhone / 
iPad のアラーム機能を使用してのタイマー再生を使わ 
ない時は、待機時電力を増やさないためにも iPod ア 
ラームモードを0斤に設定してください。 

(陣38 ぺージ） 

• iPod / iPhone / iPad を巧電させるには、 iPod アラーム 
モードを On に設定ずる必要がありまず。 

• USB ポートの接続モードび ruSB 」 になっていると動 
作しません。（励 ■ 19ベージ） 


ヒン 


この機能で、本機の電源が入り、入力が iPod になるのは、 
本機が iPod / iPhone / iPad の巧の再生を検出ずることに 
よりまず。 iPod / iPhone / iPad のアラーム再生を使用せ 
ずに口 od / iPhone / iPad の巧を再生したときも同様に本 
機の電源が入り、入力が iPod になりまず。 


1 iPod / iPhone / iPad を操作し、アラーム再 
生を設定ずる 


^ [ TIME 刊ボタンをくり返し押し、 iPod ア 

ラームモードの nPodAlarmOff 」 を表示さ 
せる 


[▲]/[▼] ボタンを使って riPodAlarmOn 」 

を選択し、 [ ENTER ] ボタンを押ず 

数秒間無操作の場合は表示されている内容で設 
定立れ、元の表示に戻ります。 
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困つたとをは 


下記の内容をチェックしてみてください。本機！;(がの 
原因ち考えられます。接続した機器の取扱説明書ちご 
確認ください。 

修理を依頼される前に 

本機の動作が異常になったときは、本機をリセットずる 
ことによって問題が解消されることびありまず。 

修理を依頼される前に、下記の r ずべての內容をお買い上 
げ時の設定に戻ずには J を巧い、本機をリセットしてみて 
ぐださい。 

I ■ずべての内容をお買い上げ時の設定に戻ずには1 

本機の電源が入ったが態で本体の [■] ボタンを 

巧しなが5[む ON / STANDBY ] ボタンを巧しま 
す。 「 RESET 」 と表示された5、指を離します。しば 
5くするとスタンバイ状態になります。 

(!) ON/STANDBY 



U セツトされ、 FM のプ U セツトチヤンネルや設定 
が出荷時の状態に戻ります。 


電源に関して 


電源び入5ない 

-電源プラグがコンセントから巧けていないか確認 
して < ださい。 

-電源コードび本体後面の AC INLET にしっかり接 
続されているか確認してください。 

-一度電源プラグをコンセントから抜さ、30分 ！; LL 
待ってから再度コンセントに差し込んでください。 

電源び途中で切れる 

-表示部に 「 SLEEP 」 表示がある場含は、スリープタ 
イマーび働をます。解除してください。 （34 ページ） 


音に関して 


音が出ない 

. 音量がルさすぎませんか？ 

-入カソースび正しく選択されているか確認してく 
ださい。（吕〇ページ） 

- 「 MUTING 」 表示び点滅している場合は、ミュー 
ティング機能び働いていますので、リモコンの 
[ MUTING ] ボタンを押して解除してくださし、 

(吕〇ページ） 

-ヘッドホンを接続しているとスピーカーから音は 
出ません。へッドホンをはずしてください。 

(吕〇ページ） 


- LINE IN に接続した外部機器の音び出ない場をは、 
接続を確認してください。 （1 8ページ） 

- LINE IN に接続した外部機器の音び出ない場含は、 
が部機器の音声出カレベル(音量)び低すぎないか 
確認してください。 

音が良くない/雑音が入る 

-スピーカーの©©、左ち ( LR ) が正しく接続されてい 
るか確認してください。 

-ピンコードのプラグは奥までしっかり差し込んで 
<ださい。 

-テレビなど強い磁気を帯びたちのの影響を受ける 
ことがあります。テレビと本機を離してください。 

-携帯電話の通話中など本機のお<に強い電波を発 
生させる機器びあると、ノイズび発生する場合びあ 
0ます。 

-本機は回転機器ですので、静かな環境では再生中や 
選曲中にディスクを読み取る音び聞こえることび 
あります。 

振動で音が途切れる 

-本機は据え置をタイプで設計されていますので、で 
さるだけ振動の少ない設置場所でご使用<ださい。 

-スピーカーに付属のコルクスペーヴーは貼り付け 
られていますか？ （1 曰ページ） 

へッドホンか5音が出ない/ノイズが出る 

-へッドホンプラグやへッドホン端子を清掃してく 
ださい。清掃方法は、へッドホンの取扱説明書を参 
照してください。また、へッドホンケーブルが断線 
していないか確認してください。 

音質に関して 

-電源投入後10〜30分程度経過したちび音質は安 
定します。 

-オーディオ用ピンコードはスピーカーコードと一 
緒に束ねると音質び低下しますのでごを意くださ 
い。 


CD に関して 


ディスクが入っているのに再生しない 

-ディスクの裏表が正しくセットされているか確認 
して < ださい。 

-ディスクびひどくミちれていたり損傷していないか 
確認してください。（日ページ） 

-結露していると思われる場合は電源コードを抜さ、 
2〜3時間！;(上室温で放置してください。 

(10 ぺージ） 

- CD - R / RW ディスクによっては再生でさない場合 
びあります。 （8 ページ） 

再生が始まるまでに時間がかかる 

-曲数の多いディスクの場含、読み込みに時間がかか 
ることびあります。 
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困つたとをは 


音が飛ぶ _ 

-本機に振動び加わっていると音飛びすることがあ 
ります。振動の少ない場所に設置して< ださい。 

-ディスクに大をな傷やミちれびありませんか？ミちれ 
はふさ取ってください。 （日ぺージ） 

MP 3 ディスクが再生でさない 

-本機が対応している MP 3 フオーマットか確認して 
ください。 （8 ページ） 

-ディスクはク□ーズ（ファイナライズ）して<ださ 
い。 

-ファイル名の媛に「. mp 3」、または r . MP 引という 
拡張テが付いていますか？ 

複製制限機能（コピーコント□—ル機能）のつ 

いた音楽用 CD の再生 

再生時に雑音が入ったり、音飛びする/ディスクを 

認識せずに D No Disc 」 の表示が出る/1曲目を再 

生しない/頭出しに通常よりち時間がかかる/曲の 

途中か6再生する/再生でさない箇所がある/再生 

の途中で停止する/誤表示する _ 

-再生しているディスクは複製制限機能(コピーコン 
卜□ール機能)のついた音楽用 CD です。コピーコン 
卜□ール機能のついた音楽用 CD の中には、 CD 規 
格に合致していないちのびあります。それらは、特 
殊ディスクのため、本機で正常に再生で去ない場合 
があ0ます。 

iPod / iPhone/iPad に関して 

音が出ない _ 

-入力表示び iPod になっているか確認してくださし、。 
もし USB になっている場合は、接続モードを iPod 
に切り換えてください。 （1 日ページ） 

-本機の iPod ドック （ KD - A 1) に iPod / iPhone/iPad 
びしっかり接続されているか確認してください。 
(1 已ぺージ） 

-本機の電源び入っているか、入力び riPod 」 になっ 
ているか、音量び小さ < なっていないか、確認して 
ください。 （27 ページ） 

-お使いの iPod / iPhone / iPad び本機に対応してい 
るか確認してください。 （3 ページ） 

操作できない _ 

. 本機の iPod ドック （ KD - A 1) に iPod / iPhone/iPad 
がしっかり接続されているか確認してください。 

(1 已ぺージ） 

- iPod / iPhone/iPad を iPod ドック （ KD - A 1) に接 
続してすぐは操作できない場合びあります。しばら 
<待って操作し直してみてください。 

- iPod / iPhone / iPad の機種やソフトウェアのバー 
ジョン、あるいは再生するコンテンツによっては、 
一部の機能び動作しないことがあります。 


. 「1\1日 Device 」 と表示される場合は、一旦 
iPod / iPhone / iPad を KD - A 1 からはずし、再度接 
続し直してください。 

充電でさない _ 

- iPod アラームを日 n にしていないと充電されませ 

ん。 (34 ページ） 

. US 目ポートの接続モードび rusB 」 になっていると 
動作しません。 （1 日ページ） 

USB フラッシュメモリーに関して 

音楽ファイルが読み込めない _ 

-入力表示が USB になっているか確認してくださ 
し、。ちし iPod になっている場合は、接続モードを 
USB に切り換えてください。 （1 日ページ） 

なにご使用の US 目フラッシュ><モリーが本機と互 
換性びあるちのか確認してください。また、正し< 
接続されているか確認して < ださい。 （8 ページ） 

- US 目フラッシュメモ U — によっては再生できない 
場含びあります。 （8 ページ） 

- US 目 フラッシュメモ U —び正しく フオーマット さ 
れていない。 （8 ページ） 

- USB 八ブを使用している。 US 目フラッシュ><モ 
U —は直接 USB ポートに接続してください。 

-本機では、 MP 3 ファイル攻外は再生できません。 

MP 3 ファイルが再生でさない 

-ファイル名の後に r . mp 3」、 または r . MP 3」 という 
拡張子が付いていますか？ 

-本機が対応している MP 3 フオーマットか確認して 
ください。 （8 ページ） 

. 著作権保護された MP 3 ファイルは再生でさません。 

FM 放送に関して 

放送に雑音が入る/ FM ステレオ放送のとき、ヴーと 
いラノイズがをい/オートプリセットで放送局が呼 
び出せない ( FM のみ） / FM 放送で [FM ST 」 表示 
が完全に点灯しない _ 

-アンテナの接続をもう一度確認してください。 

(16 ぺージ） 

-アンテナの位置を変えてみてください。 

(16 ぺージ） 

-テレビやコンピューターから離してください。 

-近<に自動車び走っていたり飛行機び飛んでいる 
と雑音び入ることびあります。 

-鉄筋の建物の中などは電波び遮断されるため受信 
しにくくなります。アンテナを窓際に設置してくだ 
さい。 

. FM モードをモノラルに切り換えてみてください。 

(29 ぺージ） 

-それでち受信状態びよ<ないとをは、市販の室内ア 
ンテナまたは屋外アンテナの設置をおすすめしま 
す。屋外アンテナの設置については、販売店にご相 
談ください。 （16 ページ） 
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困つたとをは 


停電になったり、電源プラグを抜いたときは 

-短時間の停電ではメモ U —内容び消えることはあ 
りませんび、長時間電源プラグを抜いたままにする 
と時計設定のみ(タイマー含む） U セットされます。 
あらためて必要な設定を行って<ださい。 

周放数を調整でさない _ 

- U モコンのみの操作になります。リモコンの 
[◄ TUNING]/[TUNING ►] ボタンを押して調整 
してください。 （2 日ぺージ） 

U モコンに関して 

IJ モコンが働かない _ 

-電池が消耗していませんか？ （14 ページ） 

- U モコンと本体の間が離れすざていませんか？ま 
た、 U モコンと本体の間に障害物がありませんか？ 

(14 ぺージ） 

-本体の U モコン受光部に強い光(インバータ堂光な 
や直射日光)び当たっていませんか？ （ 14ページ） 

-本体を色付をのガラス扉び付いたラックやキャビ 
ネットに設置していると、扉び閉じていると U モコ 
ンが正常に機能しないことびあります。 

外部機器との接続に関して 


その他 

待機時電力について _ 

. iPod アラームモードび日 n に設定されている時は、 
iPod / iPhone / iPad び接続されていなくても、待機 
時電力びおよそ1 .2 W になります。 


製品の故障により正常に録音でさなかったことに 
よって生じた損害に D レンタル料等)については保 
証対象になりません。大切な録音をするときには、 
あ6かじめ正し<録音で去ることを確認の上、録音 
を行ってください。 


本機はマイク□コンピューターにより高度な機能 
を実現していますび、ごくまれにが部か6の雑音や 
ノイズ、また静電気の影響によって誤動作する場合 
があります。そのようなとをは、電源プラグを抜い 
て約3日分故上待ってか6あ6ためて電源プラグを 
差し込んでください。 

それでも直6ない場含は、3目ページの r すべての内 
容をお買い上げ時の設定に戻すには」を参照して U 
セツトして<ださい。 


レコー ドプレーヤーの音が小さい 

-レコードプレーヤーびフオノイコライザー内蔵か、 
お確かめください。内蔵していないレコードプレー 
ヤーの場合は別途フオノイコライヴーが必要です。 


タイマーに関して 


タイマー再生しない _ 

-時計は正しく設定されていますか？ （32 ぺージ） 

-開始時刻に電源が入っているとタイマーは動作し 
ません。タイマー開始時はスタンバイ状態にしてく 
ださい。 （33 ぺージ） 

. タイマー設定中に [ timer ] ボタンを押すと、タイ 
マー設定はキヤンセルされます。 (34 ぺージ） 

. タイマー再生時の音量設定は、スタンバイにする直 
前の音量になります。適切に設定しておいて < ださ 
い。 

-停電になり、時計び停止するとタイマーちリセット 
されます。あらためて時計を設定し直し、タイマー 
を設定してください。 


時計に関して 


[CLOCK CALL ] ボタンを巧して、「一 一 ： 一 一」 

と表示される _ 

-停電になり、時計び停止しました。あ6ためて時計 
を設定し直してください。 （32 ページ） 


38 










まな仕様 


CD レシーパー部 (CR-U1) 


■ 総合 


電源*電圧 

AC 100 V 、已0/目 OHz 

消費電力 

30 W 

無音時消費電力 

4.3 W ( US 目、 FM 、 LINE ) 
7.6 W ( CD ) 

待機時電力 

0.2 W 

最大がお寸法 

21 已（幅） XI 00 (高さ ） X 
270 (奥行 ） mm 

質量 

2.4 k 旨 

音声入力 

アナ□グ ： LINE 

音声出力 

サブウーファー、スピーカー、 
へッ ドホン 

USB 

2.0 HS 


■ アンプ部 

実用最大出力 2 chxl 已 W (目0、 IkHz 、 

Ich 駆動時（非同時駆動)、 JEITA ) 
総台歪率 10% (定格出力時） 

0.5% ( IkHz 、1 W 出力時） 
ダンピングファクター 

60 ( IkHz 、80) 

入力感度/インピーダンス 

1000 mV /47 kO ( LINE ) 

周渡数特性 40 Hz 〜 20 kHz / + Od 目、 

- 3犯 ( LINE ) 

I -ーンコン ト □ール 最大変化量 

±10服、100 Hz ( BASS ) 
±10 dB 、 10 kHz ( TREBLE ) 

+ 4 d 巨/ +8 d 巨、 80 Hz ( S . 巨 ASS ] /2) 
SN 比 一84 d 目 （ LINE 、 IHF - A ) 

スピーカー 適応 インピーダンス 
目〇〜 1 目 0 

■ FM チューナー部 

受信範囲 FM : 7目. OOMHz 〜90.00 MHz 

プリセツトチャンネル数 

30 

■ CD 部 

再生巧能メディア CD 、 CD - R / CD-RW 

(音楽 CD 、 MP 3) 

■ USB 

再生可能メディア US 目フラッシュ><モリ ー 

( MP 3) 


スピーカー部 ( D - U 1) _ 

形式 2ウてイバスレフ型 

定格インピーダンス 日0 

最大入力 30W 

定格感度レベル 82dB/W/m 

定格周放数箭囲 已已 Hz 〜已 OkHz 

ク□スオーバー周渡数 4.5kHz 

キャビネット内容積 2 .目 U ットル 

最大がお寸法 130 (幅） X203 (高さ） X 

173 (奥行） mm 
(サランネット、ターミナル突起 
部含む） 

質量 （1 台） 1.9k 旨 

使用 スピーカー ウー ファ ー ： 

10cm コーンウーフアー 
ツイーター: 

2cm バランスドーム 
ター S ナル プッシュ式 

防磁設計 有 (JEITA) 


iPod ドック （ KD-A1) _ 

外お寸法 8已 .3 (幅） X 36.3 (高さ） X 

85.3 (奥行 ） mm 
質量 2已〇呂 

ケーブル長 日.目 m 


《仕様および外観は、性能向上のため予告なく変更 
することびあります。 
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修理にごいて 


■ 保罰書 

この製品には保証書を別途添付していますので、お買 
い上げの隙にお受け取りください。 

所定事項の記入および記載内容をご確認いただを、大 
切に保管してください。 

保証期間は、お買い上げ曰よ01年間です。 

■ 調子び悪いとさは 

意外な操作 S スが故障と思われています。 

この取扱説明書をちラー度よ < お読みいたださ、お調 
ベ < ださい。本機！;(外の原因ち考えられます。ご使用 
の他の製品ちあわせてお調べください。それでちなお 
異常があるとをは、電源プラグを巧いて修理を依頼し 
て < ださい。 

修理を依頼されるとをは、下の事項をお買い上げの販 
売店、または付属の r オンキヨーご相談窓□•修理窓 □ 
のご案内」記載のおおくのオンキヨー修理窓□までお 
知らせ < ださい。 

►お名前 

► お電話番号 

► ご住所 


►製品名 I X - U 1 I 


■ オンキヨー修理窓□について 

詳細は付属の r オンキヨーご相談窓□•修理窓□のご 
案内」をご覧ください。 

■ 保記期間中の修理は 

万一、故障や異常び生じたとさは、商品と保証書をご 
持参ご提示のラえ、お買い上げの販売店またはおお< 
のオンキヨー修理窓□へご相談 <ださい。詳細は保証 
書をご覧ください。 

■ 保記期間経過後の修理は 

お買い上げ店、またはおおくのオンキヨー修理窓□へ 
ご相談ください。修理によって機能び維持でをる場合 
はお客様のご要望により有料修理致します。 

■ 補修用性能部品の保有期間について 

本機の補修用性能部品は、製造巧ち切0後8年間保 
有しています。性能部品とは、その製品の機能を維持 
するたがに必要な部品です。保有期間経過禮でち、故 
障箇所によっては修理可能な場合びありますので、お 
買い上げ店またはおおくのオンキヨー修理窓□へご 
相談ください。 


►でさるだけ詳しぃ故障1|犬況 


ご購入されたとさにご記入ください。 

修理を依頼されるとさなどに、お役に立ちます。 

ご購入年月日： 年月 曰 

ご購入店名：_ 

TeL _ ( _ ) _ 

メモ： 


ONKYO 

オンキヨーサウンド&ビジョン株式会社 

〒已 72-8 已40大阪府寝屋川巿日新町 2-1 


製品のご使用ち法についてのお問い合わせ先： 

オンキヨーオーディオコールセンター 

己 0-31 61 -9 已已已（受イ寸日寺臣 110: 00〜18: 00) 

(±•曰•祝曰•弊社の定める休業曰を除をます） 

ヴービスとヴポートのご案内： http :// www . jp . onkyo . com / support / 


SN 29400763 

に ） Copyright 2011 0NKY0 SOUND & VISION CORPORATION Japan. All rights reserved. 
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